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市政だより
交通事故相談日 法律相談日
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窓口で手続きをする高齢者のかたがた

7 5歳以上
市では、高齢者(75歳以上)の医療費を軽減し、

健寮の保持と生活の安定を図るため、 10月1日か

ら高齢者医療支給制度をつくり、現在受け付けを

しております。

該当者は約1.230人ほどですが、病気をしてい

なくても該当するかたは早めに届け出をして、受

給資格の認定を受けるよう、呼びかけております

長年社会のためにつくされた高齢者のかたがた

の健康を守るため、県下の各市にさきがけて実施

されたもので、毎日手続きに来られるかたにたい

へん喜んでもらっております。

高齢者医療費支給制度
-・・-・・..也、唱・・ー・・司・・ー・・ー・・ー・・司咽・・ー・・‘・・b “‘・・ー・・~..~・・・・・・ー・・-・・・・‘.
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所
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日
酬

に
J

川

円
刀
川
nu
川

年
川

戸

h
U
川
川

A
，
川

和
川
昭
州

六
十
五
歳
か
ら

(2) り

障
害
者
に
は

おおむ

福
祉
年
金
が
で
き
て
か
ら
乙
と

し
で
十
二
年
、
こ
れ
ま
で
毎
年
の

よ
う
に
制
度
の
改
正
が
行
な
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
十
一
月
か
ら
二

級
障
害
者
の
か
た
に
老
齢
福
祉
年

金
が
六
十
五
歳
よ
り
繰
上
げ
支
給

さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
支
給
要
件

川
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
一
日
に

お
い
て
満
六
十
五
歳
か
ら
七
十

歳
未
満
の
か
た
(
明
治
三
十
四

年
十
一
月
二
日
か
ら
明
治
四
十

四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
か
た
で
昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日
に
お
い
て
五
十
歳
を
こ
え

市政だより

⑥ 

み

る
も
の
)

凶
障
害
の
程
度

年
金
法
に
定
め
る
二
級
に
該
当

す
る
障
害
の
か
た

(
例
)
二
級
の
程
度
と
は

@
視
力
の
場
合
両
眼
の
視
力
の

和
が

O
、
O
五
以
上

O
、
O
八

以
下

@
聴
力
の
場
合

両
耳
の
聴
力
の

損
失
が
八

O
テ
シ
ベ
ル
以
上

@
上
肢
及
び
下
肢
の
機
能
に
著
し

い
障
害
を
有
す
る
と
き

④
精
神
障
害
及
び
内
部
障
害
等
に

よ
っ
て
体
幹
の
機
能
に
著
し
い

障
害
を
有
す
る
と
き
ま
た
は
日

メッセージを受ける大石酌役

あなたの羽根が

社会に生きる

r赤い羽根」

10月 1日--12月31日

ど

り

と

常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
有
す

る
と
き
そ
の
他

二
、
請
求
の
受

付

昭

和

四
十
六

年
十
一
月
一
日
か
ら

三
、
手
続
き
に
必
要
な
も
の
印

か
ん
、
戸
籍
抄
本
、
住
民
票
の

謄
本
、
診
断
書
(
用
紙
は
保
険

年
金
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
)

思
給
ま
た
は
扶
助
料
を
受
け
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
証
書
ま
た

は
保
管
証

四
、
手
続
き
を
す
る
と
こ
ろ

保
険
年
金
課

な
お
乙
の
福
祉
年
金
は
全
額
が
国

の
負
担
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
年

金
で
あ
る
の
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

支
給
制
限
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

一
、
所
得
制
限
額

印
本
人
の
場
合
年
間
所
得
が
三

十
五
万
円
以
上
あ
る
と
き

間
扶
養
義
務
者
の
場
合

(
扶
養
親
族
五
人
)
年
間
所
得
が

百
四
十
三
万
円
以
上
あ
る
と
き

今
年
も
『
赤
い
羽
根
』
共
同
募

金
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
大
村
市
の
目
標
額
は

百
二
十
五
万
六
千
百
九
十
円
で

す。
大
正
十
年
十
月
に
我
が
国
で
最

初
の
共
同
募
金
が
、
長
崎
市
で
行

な
わ
れ
、

三
万
七
千
三
百
十
九
円

三
銭
の
募
金
が
集
め
ら
れ
ま

し

た。

地元に迷惑の一|

しかからなし〉ように

釜川内廃棄物埋立地

二
、
公
的
年
金
制
限
額

川
普
通
恩
給
扶
助
料
額
が
二
万
七

千
六
百
円
以
上
あ
る
と
き

凶
戦
争
公
務
に
よ
る
戦
死
の
場
合

の
公
務
扶
助
料
は
戦
没
者
の
階

級
が
少
尉
以
上
(
准
士
宮
以
下

の
場
合
は
全
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
)

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
保
険
年
金

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

現
在
の
運
動
は
昭
和
二
十
二
年

に
始
ま
っ
て
か
ら
今
年
で
満
二
十

五
年
を
迎
え
た
わ
け
で
す
。

今
年
度
は
、
従
来
の
配
分
に
加

え
て
、
社
会
福
祉
施
設
の
老
朽
建

物
、
ね
た
き
り
老
人
、
在
宅
重
症

心
身
障
害
児
者
な
ど
に
も
重
点
的

に
配
分
が
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す

み
ん
な
で
『
赤
い
羽
根
』
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

杷

の

ま

ち

→甲
ノ、

村

毎
日
多
量
の
廃
棄
物
が
、

釜
川

内
の
埋
立
地
に
運
び
こ
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
場
所
は
不
燃
物
の
捨

て
場
所
と
し
て
市
が
指
定
し
、
市

民
の
生
活
環
境
を
ま
も

っ
て
お
り

ま
す
が
不
法
投
棄
の
た
め
地
元
の

み
な
さ
ん
は
た
い
へ
ん
迷
惑
し
て

お
り
ま
す
。
市
は
地
元
の
み
な
さ

ん
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
、

埋
立
処
理
に
万
全
を
期
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
の
場
所
を
利
用
さ

れ
る
か
た
は
、

次
の
乙
と
を
よ
く

ま
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑥
ご
み
の
運
撮
途
中
に
ご
み
が
飛

ば
な
い
よ
う
に
お
お
い
な
ど
の

処
置
を
す
る
こ
と
。

⑥
廃
棄
物
埋
立
地
以
外
の
場
所
に

は
絶
対
に
ご
み
を
捨
て
な
い
乙

ム」。

⑥
廃
棄
物
埋
立
地
で
ご
み
を
お
ろ

す
と
き
は
乱
雑
に
散
ら
さ
な
い

よ
う
谷
に
落
と
す
乙
と
。

⑥
汚
物
で
道
路
が
よ
ご
れ
な
い
よ

う
注
意
す
る
乙
と
。

旧
金
鶏
勲
章
叙
賜
一
時
賜
金

受

給

者

旧
金
鶏
勲
章
叙
賜
一
時
賜
金
受

給
者
は
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
銀
杯

を
贈
ら
れ
ま
す
の
で
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

勲
章
受
給
者
で
銀
杯
を
受
け
る
範

園山
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
付

で
旧
金
鶏
勲
章
を
叙
賜
さ
れ
あ
わ

せ
て
一
時
賜
(
賜
金
国
庫
債
券
)

を
受
給
し
た
者
以
下
(
勲
章
受
給

者
)
で
あ
る
も
の

間
勲
章
受
給
者
で
昭
和
三
十
八
年

四
月
一
日
に
日
本
の
国
籍
を
有
し

〆¥

銀

杯

て
い
た
者
。
た
だ
し
勲
章
受
給
者

が
未
申
告
の
ま
ま
昭
和
三
十
八
年

四
月
一
日
以
降
死
亡
し
て
い
る
場

合
は
そ
の
遺
族
が
自
己
の
名
で
申

告
で
き
る
。
乙
の
場
合
に
お
け
る

遺
族
の
範
囲
及
び
順
位
は
、
戦
傷

病
者
.
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の

弔
慰
金
の
支
給
に
係
る
範
囲
及
び

順
位
の
例
に
よ
る
。

乙
の
手
続
き
は
昭
和
田
十
六
年

度
か
ら
開
始
し
二
カ
年
を
も

っ
て

修
了

い
た
し
ま
す
。

な
お
不
明
の
点
は
市
社
会
課
へ



村

案元

で

大

切

明

ま

ち

⑥ 

(
市
民
運
動
推
進
協
議
会
)

~ 

~ 

ィιi
水い!
主つ 1
町ぱ!

Z出
もさ号
..6.盟11
;z:s;ζ: 

を
加
入
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

乙
の
制
度
は
、
国
の
援
助
と
共

済
方
式
の
採
用
に
よ
っ
て
有
利
で

確
実
な
退
職
金
が
受
給
で
き
ま
す

申
込
み
お
よ
び
毎
月
掛
金
な
ど

は
各
金
融
機
関
で
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
(
月
一
人
当
た
り
四
百
円

か
ら
四
千
円
ま
で
)
く
わ
し
く
は

市
商
工
観
光
課
か
商
工
会
議
所
へ

料

金

無

料

な
お
検
診
は
い
ず
れ
の
会
場
で

も
受
診
で
き
ま
す
。
検
診
は
ボ
タ

ン
や
ホ
ッ
ク
の
な
い
下
着
な
ら
そ

の
ま
ま
受
診
で
き
ま
す
。

※
つ
ご
う
に
よ
り
出
演
制
限
を
す

る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

昭和46年10月15日
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水
主
町
子
ど
も
会
で
は
、
-

長
崎
国
体
か
ら
引
き
続
き
、
一

町
内
を
花
で
か
ざ
ろ
う
と
、
一

毎
日
花
づ
く
り
に
精
出
し
て
~

お

り

ま

す

。

-

春
は
す
み
れ
や
き
ん
せ
ん
一

花
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
一

サ
ル
ビ
ヤ
、
マ
リ
1
0コ
l
h
N

ド
な
ど
い
ろ
と
り
ど
り
の
花
一

が
咲
き
、
町
内
の
人
は
も
と
一

よ
り
、
町
行
く
人
た
ち
の
目
…

を
楽
し
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
一

受
付
市
町
村
役
場
ま
た
は
自
衛

隊
地
方
連
絡
部
及
び
同
出
張
所
で

毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
採
用
後
は
特
別
国
家
公
務
員
で

初
任
給
二
万
五
千
百
円
(
衣
・
食
・

住
支
給
実
質
四
万
五
千
円
)

※
申
込
み
及
び
く
わ
し
く
は
市
町

村
役
場
ま
た
は
自
衛
隊
長
崎
地
方

連
絡
部

(
T
E
L
四
五

l
一
一
四

一
)
同
出
張
所
へ

^ 

稲
刈
り
、
み
か
ん

牧
穫
の
賃
金

農
業
委
員
会
で
は
次
の
よ
う
に

決
め
ま
し
た
。

稲
刈
賃
金
・
み
か
ん
牧
穫
賃
金

午
前
八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

食

事

ぬ

き

男

千

四

百

円

女

千

円

稲
刈
賃
作
業
(
バ
イ
ン
ダ
ー
)

十
ア
ー
ル
当
た
り
、
ひ
も
付
き

四
千
円

市
民
音
楽
祭

出
演
者
募
集

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

大
村
耐
火
株
式
会
社
(
社
長
平

山
慎
吾
氏
)
は
社
会
福
祉
施
設
へ

五
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
五
日
(
日
)

午
後
一
時
か
ら
開
演

大
村
市
民
会
館

邦
楽
、
声
楽
、
器
楽
、
コ

ー
ラ
ス
の
各
部
門

該
当
者
次
の
者
を
除
く
全
員

出
演
者
市
内
居
住
の
一
般
市
民

付

就

学

前

の

乳

幼

児

小

・

中

・

高

校

・

児

童

・
生
徒

同

小

学

校

、

中

学

校

、

高

等

な

ら

び
に
職
場
の
グ
ル
ー
プ

学
校
等
修
学
年
限
一
年
以
所
要
時
間
個
人
で
五
分
、
団
体

上
の
学
校
の
児
童
生
徒
で
十
分
を
限
度
と
す
る

同
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
出
演
経
費
出
演
者
負
担

け

る

も

の

申

込

方

法

社

会

教

育

課

ま

た

は

同
現
在
結
核
の
治
療
を

受

け

中

央

公

民

館

へ

て

い

る

も

の

申

込

期

日

十

一

月

十

日

ま

で
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n
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d
A
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-
n
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-
-
q
u
A吐
円

i
一

一

一
戸
館
前
館
一館
地
館
一所
前
前
庫
一
館
謝
館
館
一
庖
館
館
館
居
一

一
所

一
川
崎
』
民
一

国
民
一留
居
居
倉
頁

同

一
商
民
民
民
商
一

一

石

川
宅
公
一民
遊
公
一停
商
商
防
一会
街
民
民
一
沢

一

一
一粒

A
一公回目
一五
時
一ι
糊
公
公
一
院
医
師
一

一
場

一時
か
松
松
一口
口
担
舟
酢
町
荷
一佐
戸
山
田
計
一
周
久
久
舟
周
一

一

一竹
竹
竹
竹
一原
原
小
一岩
須
片
稲
一赤
桜
柴
水
一久
上
下
前
久
一

一
施
日
一

・
2

・
5
一

・
6

・
7

一

・
8

一

一
実
月
一
団

2

m

2

一
叩

2

叩

2

一

叩

2

↑

日
時

調
理
師
試
験

種会
呂場

試
験
日
十
二
月
二
日
(
木
)

試
験
地
長
崎
市
、
佐
世
保
市

試

験

科

目

衛
生
法
規
、
公
衆
衛

生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、

食

品
衛
生
学
、
調
理
理
論

受
験
資
格
食
品
営
業
給
食
施
設

な
ど
で
二
年
以
上
調
理
業
務
に

従
事
し
た
者
(
十
二
月
一
日
現

在
で
そ
の
見
込
者
も
含
む
)

学
歴
が
中
学
校
卒
業
以
上
の
者

用
意
す
る
も
の

学
歴
証
明
書
(
最
終
学
歴
)

写
真
(
?
?
注
×
町
内
這
)
手
札
型

申
込
先
大
村
保
険
所
(
十
五
円

切
手
と
返
信
用
封
筒
を
同
封
)

申
込
締
切

十
月
二
十
三
日
正
午
ま
で

試
験
手
数
料
受
験
料
平
円

他
証
明
三
十
円
程
度

な
お
、
予
備
講
習
会
を
長
崎
、

佐
世
保
で
お
乙
な
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
大
村
保
健
所
ヘ

無
料
結
核
健
康
診
断

(土
)
ま
で
に

く
わ
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
の
一
部
変
更

危
険
物
取
扱
者
試
験

十
月
一
日
号
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
竹
松
出
張
所
で
の
予
防

注
射
の
日
程
を
十
月
二
十

一
日
に

変
更
い
た
し
ま
す
。

甲
、
乙
種
十
二
月
五
日

丙

種

十

月

三

十

一

日

受
験
準
備
講
習
会

甲
、
乙
種
十
一
月
二
十
七
日

か
ら
十
一
月
二
十
八
日
ま
で

労
働
会
館

丙

種

十

月

十

九

日

か

ら

十
月
二
十
日
ま
で
市
消
防
本
部

く
わ
し
く
は
市
消
防
本
部
へ

試
験

りおおむ

壁
画
コ
ン
ク
ー
ル

期

日

十

一
月
三
日
(
文
化
の
日
)

午
前
九
時
J
午
後
三
時

会
場
三
城
小
学
校
(
雨
天
の
場

合
は
中
央
公
民
館
)

チ

l
ム
編
成
各
単
位
子
ど
も
会

で
一
チ
l
ム
(
六
名
)

出

場

資

格

小
学
生
の
み
(
学
年

性
別
は
問
わ
な
い
)

テ
l
マ
夏
休
み
の
思
い
出

出
場
申
込
み
十
月
二
十

三
日

中
小
企
業
退
職
金
制
度

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

市政だより

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

確
実
に
従
業
員
に
退
職
金
が
支
給

で
き
る
国
の
退
職
金
共
済
制
度
が

あ
り
ま
す
。
十
月
は
乙
の
共
済
制

度
加
入
促
進
月
間
で
す
。

乙
の
制
度
に
す
べ
て
の
従
業
員

陸
・
海
・
空
の
自
衛
官

募

集

資

格

満

十

八
歳
以
上
二
十
五
歳

未
満
の
中
学
校
卒
ま
た
は
高
校
卒

の
男
子

(3) 
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(4) 

市
営
久
原
団
地

入
居
者
募
集

り

種
別
第
一
種
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

二
十
戸
六
畳
・
四
、
五
畳
・

三
畳

第
一
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

八
戸
六
畳
・
六
畳

入
居
資
格

①
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
有

し
、
所
定
の
家
賃
、
敷
金
を
支
払

う
能
力
を
有
す
る
人

②
本
人
及
び
配
偶
者
の
収
入
を
合

おおむ市政だより

ら
v
z

算
し
て
昭
和
四
十
五
年
十
月
か
ら

昭
和
四
十
六
年
九
月
ま
で
の
総
所

得
を
所
得
税
法
に
よ
る
控
除
を
し

た
残
額
を
十
二
で
制
コ

た
額
か
ら

扶
養
親
族
一
人
に
つ
き
五
千
円
を

控
除
し
た
額
が
二
万
七
千
円
を
こ

え
四
万
六
千
円
以
下
で
す

③
現
に
同
居
し
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
(
未
届
の
妻
を
含

む
)
が
あ
る
こ
と

家
賃第
一
種
簡
易
二
階
建

第
一
種
簡
易
平
家
建

五
千
五
百
円

六
千
円

敷
金

家
賃
の
三
カ
月
分

公
募
期
間

十

一
月

一
日
か
ら
十
一
月
十

日
ま
で

完成真近い久原住宅団地

申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

抽
せ
ん
日

十

一
月
十
五
日
午
前
九
時

大
村
市
役
所
大
会
議
主

入
居
予
定
日
十
二
月

一
日

く
わ
し
く
は
建
築
課
へ

毒
物
・
劇
物
取
扱
者
試
験

試
験
日

筆
記

十
時
か
ら
正
午
ま
で

実
施
午
後
一
時
J
午
後
五
時

十
一
月
十
五
日

試
験
場
所

県
総
合
農
林
試
験
場

諌
早
市
民
法
川町
三

一
一
八
番
地

受
験
手
数
料

五
百
円

願
書
提
出
期
限
十
月
二
十
二
日

願
書
提
出
先
大
村
保
健
所

十
一
月
初
旬
に
大
村
保
健
所
で

講
習
を
行
な
う
予
定
で
す
。

く
わ
し
く
は
大
村
保
健
所
へ

一十荒れ地の枯草-

荒
れ
地
の

周
囲
に
は
住

宅
工
場
な
ど

が
あ
り
、

危

険
が
い
っ

ぱ

い
で
す
。
火

事
を
出
さ
な

い
よ
う
、
み

ん
な
の
協
力

で
次
の
こ
と

が
ら
に
注
意

，υ 用の火

大

村

ま

つ

り

十
一
月
二
日
前
夜
祭

午
後
六

時
よ
り
市
民
会
館
に
て

十
一
月
三
日
た
る
み
こ
し
、
ヵ

l
-
一
パ
ル

、
水
主
町
コ
ッ
コ
デ

シ
ョ、川
町
田
浮
立
、
民
捕
な
ど

パ
リ
「
木
の
十
字
架

少
年
合
唱
団
」

前
売
券
発
売

清
一
界
三
大
コ
ー
ラ
ス
の
ひ
と
つ

パ
リ

「
木
の
十
字
架
少
年
合

唱

団
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
版

県
民
手
帳
の

予
約
受
付
け

申
込
先

期

日

頒

価

市
役
所
総
務
課

十
月
三
十
日
(
土
)
ま
で

百
二
十
円

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

N

A
W
荒
れ
地
な
ど
で
の
子
ど
も
の
火
山

遊
び
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
や
め
』

さ

せ

ま

し

ょ

う

。

山

⑫
た
き
火
な
ど
を
す
る
と
き
は
、
山

水
、
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
安
全
な

方
法
で
い
た
し
ま
し

デ
つ。

@
荒
れ
地
の
所
有
者
、
管
理
者
の

か
た
は
、
早
く
枯
れ
草
を
刈
り

取
り
火
事
の
原
因
を
つ
く
ら
な

い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う。

乙
の
合
唱
団
の
特
色
は
か
わ
い

い
少
年
た
ち
の
ほ
か
に
、
お
と
な

の
歌
手
が
加
わ
り
創
立
以
来
六
十

余
年
世
界
三
十
五
カ
国
以
上
の
国

で
一
万
回
以
上
の
公
演
を
し
て
お

り
ま
す
。

大
村
公
演
は
次
の
と
お
り
で
す
。

十

一
月
二
十
八
日
(
日
)

午
後
二
時
三
十
分
間
演

大
村
市
民
会
館

市
文
化
団
体
連
絡
協
議

会市
教
育
委
員
会

と

き

と
こ
ろ

主

十崖

後

援

入

場

料

(
全
席
指
定
)

A
席
平
円
・

B
席

入
場
券
発
売
日

十
一
月
一
日
か
ら
発
売
予
定

発
売
場
所

市
民
相
談
室

・
商
工
会
議
所
・

森
竹
電
器
商
会
・
ア
ヲ
パ
ラ
ヂ

オ
庖
・
原
田
楽
器
広
大
村
庖
・

長
崎
書
庖

く
わ
し
く
は
社
会
教
育
課
へ 八

百
円

社
会
通
信
教
育

受
講
者
研
究
集
会

十
月
三
十

一
日

(
日
)

午
前
十
時
J
午
後
四
時

場
耐

長
崎
市
中
央
公
民
館

内
容
体
験
発
表
、
講
座
別
オ
リ

エ
ン
テ

l
シ
ョ
ン
、
講
座
別
面

接
指
導
ほ
か

講
座
体
育
、

ペ
ン
字
、
服
装
、

孔
版
、
書
道
、
英
語
、
和
裁
、

レ
タ
リ
ン
グ
、
ラ
ジ
オ
、

簿
記

日
時

自
衛
隊
創
立
ニ
十

周
年
記
念
行
事

⑥
創
立
記
念
式
典
(
観
閲
式
)

日

時

十

月
三
十
一

日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら

場
所
市
役
所
北
側
埋
立
地

参
加
部
隊
大
村
部
隊

竹
松
部
隊

⑥
市
中
行
進

一

ク

郵

便

貯

金

の

一

一

は

た

ら

き

ゲ

一

一
郵
便
貯
金
と
し
て
集
ま
っ
た
一

一
お
金
は
、
国
の
財
政
投
融
資
の
一

一
資
金
と
し
て
国
民
生
活
の
向
上

一

一
に
関
係
の
深
い
住
宅
の
建
設
、
一

-
生
活
環
境
施
設
、
農
林
漁
業
お
一

一
よ
び
中
小
企
業
の
近
代
化
、
小
一

一
中
学
校
の
建
築
、
道
路
、
港
湾
の
一

一
建
設
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
-

一
大
村
市
に
お
い
て
も
、
乙
の
一

一
お
金
で
建
設
さ
れ
た
も
の
に
市
一

一
役
所
、
玖
島
中
学
校
、
竹
松
小
一

一
学
校
、
西
大
村
中
学
校
体
育
館
一

一
郡
橋
、
萱
瀬
ダ
ム
、
そ
の
ほ
か
一

一
児
童
公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一

十
月
三
十
一
日
(
日
)

午
前
十
時
二
十
分
か
ら

行
進
栓
路

市
役
所
北
側
理
立
地

↓
公
園
前
交
差
点
↓
大
村
小
学
校

横
↓
片
町
↓
鶴
亀
橋
↓
西
沢
↓
十

八
銀
行
↓
大
村
駅
↓
本
堂
川
橋
↓

日
時

大
村
部
隊

参
加
部
隊
大
村
部
隊
・
竹
松
部

隊
・
別
式
戦
車
三
両
・
対
戦
車
誘

導
弾
(
マ

y
ト
)
ぞ
の
他

⑥
そ
の
他
の
行
事
十
月
三
十
一

日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
、
美
術

展
、
生
花
展
、
菊
花
展
、
骨
と
う

展
、
即
売
会
な
ど


